
ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　14　番 伊藤　隆

１　町長２期目の方向性と
　　職員又議会との連携に
　　ついて

２　ポイントカードシステ
　　ムを町全体で取り入れ
　　人口増や税収入をは
　　かっていく考えは｡

３　夏休みを増やす為にお
　　よぼす小中学校の普通
　　授業の対応について

４　太陽光発電（ｿｰﾗｰ）設
　　置に町の条例制定を

町中のどこでもカードの使用ができ、ポイントの付加が出来るよう
にして町中の活性化をはかっていくシステム構築の考えを。日本中
の市や町の中では数カ所ですでに取り入れて、活性化が進んでいる
所があります。是非当町でも研究をし国の補助金等を利用していく
べきだと考えるが。

町中の危険個所や住宅街にソーラーが設置できないよう条例を作る
べきと思うが。

県教委が夏休み期間延長の方針を固めたと新聞紙上にある中、最終
的には市町村教委が決めるとあるが当町の方針はどのように考えて
いるのか、教育委員会の考えはどのように考えるのか。

無投票で再選を果たした白鳥町長ですが、今後４年間の町の方向性
をどのように運営していかれるのか、町職員との連携をどのように
されていくのか。又議会との連携もどのような考えで運営していか
れるのか。

平成３０年１２月議会　一般質問通告書

質問順位　1　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　6　番 下原　甲子人

１　町長２期目の取り
　　組み姿勢について

２　新年度予算編成

３　一般行政全般

４　教育行政 ●第３回ＩＣＴセミナー開催
　　当町の教育現状と県、郡下の状況と今後の取り組み方向は
●夏休み延長方針について
　　県教委主導で延長を模索する事で検討されるが町の考えは

●防寒、除雪等町の対策は万全？
　各区との協力関係は？玄関先や単身高齢者、独居老人宅の対応
●街路樹剪定の進捗状況
　　（各町道、役場周辺、バイパス）
●各区への業務移管が増加傾向？
　　区の常会バランスは適当か？

●再当選の思いと心境及び決意は
●５つの基本的姿勢の具現化策は
　（年間計画を作成し進める？）

●予算規模の歳入・歳出見込みは
●子供・高齢者への行政対応は重要課題と考えるが各々の施策内容
　や予算計上とその対応は？
●施設の老朽化や耐震化に対する予算計上は（ふれ愛C・体育館等）
●道路行政に思いやり予算計上と実務体制の確立（主に生活道路）

平成３０年１２月議会　一般質問通告書

質問順位　2　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　4　番 釜屋　美春

１　町長２期目の基本政
　　策と第５次振興計画
　　実施計画

２　着地型観光ツアーに
　　ついて

３　学童クラブについて

４　イクボス・温かボス
　　共同宣言について

１）新たな「Ｉ・Ｕターン応援プロジェクト」や女性の就職、転職
　　に関わる支援について

２）広聴の充実として「町長への手紙」や広報・広聴アドバイザー
　　についての具体策は

３）移住交流推進協議会設置について

４）農ある暮らしを楽しむ「部活動」
　・「みそ部」「米部」「しょう油部」とは

５）子ども、子育て支援施策の更なる充実について

平成３０年１２月議会　一般質問通告書

質問順位　3　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

１）観光開発ワークショップが開催されたが、町の施策へどのよう
　　に活かしていくのか
　・飯田線３駅を活用しフットパスの視点をとりいれた観光を進め
　　てはどうか

１）学童保育（学童クラブ）の基準が緩和され、自治体の判断に任
　　される。当町の職員研修の在り方や配置数、子どもの安全、質
　　の確保など今後の課題と対策は

１）「イクボス・温かボス宣言」の進捗、波及効果は

２）町は「イクボス・温かボス」宣言企業をどのように支援してい
　　くのか



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　11　番 松本　五郎

１　介護保険

２　空き家対策

平成３０年１２月議会　一般質問通告書

質問順位　 4　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

１、本人・家族が介護保険申請を提出しても、町は退院間近に受け
　　付けをするため、退院後の調査になり、「介護認定審査会」で
　　判定されるまでに時間がかかる。その間サービスは受けられる
　　が暫定プランで低めに予測してサービスを受けなければならな
　　い。その結果、本人や家族に負担が増える。
　　要介護支援状態になった時、入院中でも状態がある程度落ち着
　　いた時に申請の受理を。

１、「空き家等対策計画平成２８年」では空き家件数は４２０件。
　　ＡＢＣＤのランクで老朽度・危険度を分けてある。Ａは修繕の
　　必要性が余りない家屋で１９６件、Ｂが１４６件、Ｃが６７
　　件、Ｄは倒壊や危険度が高い家屋で１１件と報告されている。
　　このような空き家状況をどのように捉えているか。

２、町は３年前から空き家対策の一環で若者世帯の定住、空き家の
　　改修費用、片付け費用、解体費用にと「奨励金・補助金」など
　　の施策を取り入れたことで評価を得ている。体験住宅の活用で
　　箕輪町に関心を寄せている方が多い。町の将来を考え、空き家
　　対策向上のために「空き家改修費等補助金」補助額の増額を

３、今、町では、地域でふれあいサロン、百歳体操、オレンジカ
　　フェなど高齢者に該当する催しが多く行われ、これからも増え
　　る傾向にある。「地域資源活用の鍵は空き家にある」と言えま
　　す。空き家を住民の拠り所や集会所に活用できる特別な援助制
　　度を

４、全国的には移住者は景観や空気が澄んでいる田舎にあこがれて
　　居住するが、地域住民とのトラブルが原因でうまくいかなくな
　　ることが多い。その原因は地区の決まりごとが、自分の今まで
　　住んでいた所との違うことだそうです。
　　現在町は道路改良にかかる費用の受益者分担金が、各区にかか
　　るため個人負担が高額になる。そのような事態を踏まえ、各区
　　への「受益者分担金」を軽減するか、廃止を



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　2　番 大槻　金吾

１　道路行政について

２　環境整備

３　にこりこ一帯
　　リニューアルに
　　ついて

４　災害地応援について

５　２０２７年国体
　　について

６　交通安全について

７　夏休み延長について

８　ながたドーム
　　について

①浜松地区、山中様に対する小学生のみなさんの応援と、町として
　の対応は

①中学生に夜光タスキを

①町教育委員会の見解は

①ながたドーム駐車場の確保は
②ドーム入口の改良を

①２０２７年長野国体のフェンシング会場の誘致に対する考えは

平成３０年１２月議会　一般質問通告書

質問順位　5　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

①町道１１５号 １５４号の改修着工はいつ頃か
②バイパス４車線化の着工は
③５１号 ５２号新道路の名称変更は
④５１号 ５２号新道路の横断歩道について
⑤県道小河内松島停車場線沢地区の西側側溝に上フタを
⑥同道路へドットラインを

①沢グランドの外塀の塗装を
②バイパス飯田線交差までの雑草対策
③役場前等電線と枝木の接触による危険性

①運営主体その後の状況
②５次振興計画実施書によると３２年度に改修リニューアル
　オープンとあるが



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　3　番 荻原　省三

１　農業振興について

２　子育て支援について

３　一般行政

子どもの予防接種に対する補助制度を

　

①木下公園墓地の管理について

②ながたの湯のすべり止めについて

③中小企業への支援策の充実を（特に人材確保について）

①にこりこ一帯のリニューアルについて
　１）農・食・健康と観光分野を絡めた拠点づくりは

　２）加工場の今後について

②畜産まつりについて

平成３０年１２月議会　一般質問通告書

質問順位　6　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　13　番 中澤　清明

１　第２期白鳥町政

２　男女共同参画

３　箕輪ダム周辺の景観

４　農業振興

５　交通安全 ①ながた温泉周辺施設利用者の交通安全

平成３０年１２月議会　一般質問通告書

質問順位　7　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

①道の駅について
・その後の運営主体の検討状況
・にこりこ、たべりこの中期的見通しと当面の運営

精度の高い財政計画に基づく行政運営
①財政見通しの精査
・現状の財政計画は本当に大丈夫か

②不用不急な事務事業の見直し

③コストに応じた利用者負担の導入

①女性活躍推進アクションプランの促進
・アクションプランの取組み状況
・地域社会に向けた男女共同参画の取組み

②ジェンダー教育についての考え

①イベント広場周辺の植栽木管理について
・枝垂れ栗伐採の経緯、伐採した理由
・情報開示要求に対する町の対応
・ダム周辺の植栽木管理、景観形成に対する町の考え方



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　5　番 向山　章

１　一般行政

２　町の人口維持につい
　　て

１．正規職員の待遇格差是正について
　６月成立の働き方改革関連法案に基づき、「同一労働・同一賃
　金」が実行段階に移るが、町の正規職員と非正規職員との待遇是
　正について。

１．南箕輪村の人口増と子育て施策についての町長のイメージは？

２．ＵＩターン施策に力を入れ、人口を維持していくため「保育や
　教育、福祉分野の施策の質を上げ、町内外に発信する」としてい
　るが具体策について

平成３０年１２月議会　一般質問通告書

質問順位　8　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　8　番 浦野　正雄

１　災害対策について

２　移住者の拡大につい
　　て

３　有害鳥獣駆除従事者
　　の負担軽減について

４　中学校吹奏楽部の活
　　動状況について

平成３０年１２月議会　一般質問通告書

（１）西日本豪雨の死者・行方不明者の被災状況を分析した結果、
　　５割を超える人が屋内で被災していたそうである。
　　　大雨特別警報の発令を８５％の人がテレビなどで気付いてい
　　たが「重大な危険が差し迫った異常な状況」との意味を理解し
　　ていたのは４７％だけであり、深刻さが十分に理解されていな
　　いことが分かったとしている。
　　　住民に対し、常日頃から広報等により警報の種類や内容を周
　　知・徹底しておくべきではないか。

（２）北海道地震では、道内のほぼ全域が停電する「ブラックアウ
　　ト」が発生し、被災者がスマホを充電できる公共施設などに殺
　　到したそうである。
　　　東京都では停電時も安定的に電気を供給できる太陽光発電設
　　備を都内の全避難所に整備するとしているが、当町でも事業化
　　を検討できないか。

　伊那市では、鹿や猪などを捕獲する「くくり罠」の見回り負担を
軽減するため、昨年８月からセンサー付きわなのシステム開発を進
めていたが、このたび完成したそうである。
　システムは無線通信とインターネットを組み合わせ、罠から離れ
たところにある携帯端末などに捕獲を知らせる技術で、旧伊那市内
に親機５台、子機２００台を配備するとしている。
　当町でも利用可能とのことであるので、導入を検討したらどう
か。

件　　　名

質問順位　9　番 箕輪町議会議員　

質問の要旨

　政府は「東京圏」への一極集中傾向に歯止めがかからないことか
ら、地方への移住者に最大３００万円を補助する予算案を概算請求
するとしている。
　地方創生推進交付金を活用して国と自治体で折半するが、起業が
３００万円以内、中小企業への就職に最大１００万円を支給する方
針だそうである。
　この機会を捉え、移住者の拡大に向けた広報等、今まで以上の推
進を図ったらどうか。

１／２

　文科省が全中総合文化祭に出場した中学校を対象に調査した結
果、土曜日に５時間以上活動している中学校の吹奏楽部が、全体の
半数近くに上ることが分かったそうである。
　運動部に対しては３時間程度という指針が出ているが、箕輪中学
校の実態はどうか。



５　通学時の持ち物負担
　　の軽減について

６　家庭訪問等に対する
　　考えについて

７　中学生の職場体験に
　　ついて

　共働き家庭の増や教員の働き方改革に加え英語の授業時間増で、
日程確保が難しくなったとの理由で、今年から家庭訪問を取り止め
たり、運動会を縮小したりする小学校も目立っているそうである。
　当町ではどのように考えているか。

　福岡県の古賀市と宗像市では、中学２年生全員参加の職場体験を
５日連続、同一事業所で実施したそうである。
　生徒たちが業務に慣れ、自分で創意工夫する段階まで体験させる
のが狙いで、夢や進路に向け勉強を頑張るようになる生徒が多いと
している。箕輪中学校でも日数を増やすことを検討してはどうか。

２／２

　文科省では、教科書を入れた子どものランドセルが重いとの意見
が出ていることなどを踏まえ、通学時の持ち物負担の軽減に向け工
夫するよう全国の教育委員会に求めたそうである。
　通知では、子どもたちの発達状況や通学距離などに応じて各学校
でアイディアを出しながら対応してもらうとしているが、当町では
どのように対応するつもりか。



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　1　番 小島　常男

１　町長２期目の抱負

２　来年度予算

３　木下保育園

４　町の課題

５　まちのＰＲ

６　若者、女性の考えの
　　取り入れは

・箕輪進修高校との連携強化を
・大正大学の提案、活かせるものは
・若い女性の考えの取り入れは

・規模はどのくらいとするか
・歳入（税収・補助金・交付金など）見込み
・歳出　特に重点的な政策事業は

・地元の要望などの取り入れと説明会が必要（いつ、どのように、
　何回位）考えは
・周辺道路など整備は建設前に計画的にできないか

・新図書館建設どこまで検討しているか
・国体フェンシング会場受け入れを示すのはいつ、会場づくり日程
　などは
・複合施設とはどのような考えか

・発信力の強化が必要
・名物を育てる施策を（食、工芸、など）
・モノづくりの町

・さすがの箕輪とは
・この時点で町が発展につながる最重点としたものは
　（各分野あるが特に上げたいものは）

平成３０年１２月議会　一般質問通告書

質問順位　10　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　10　番 小出嶋　文雄

１　２０１９年度予算編
　　成方針について

２　竜東線の通勤時の交
　　通渋滞と安全対策

３　人口規模が中小な区
　　の運営と町の関わり
　　について

（１）区、地域の組織の運営体制とそれを担う人手不足について

（２）町がお願いしている仕事と地域との関係の検討は

（３）検討組織の状況は

（１）２期目初年度の予算編成の基本的な考え方について

（２）第５次振興計画実施計画の評価と予算編成の考え方

（１）県道の東西線交差点を中心にした渋滞解消について

（２）どざわ橋東交差点の渋滞対策について

（３）ゾーン３０内の通園通学路の安全の規制と安全対策徹底に
　　　ついて

平成３０年１２月議会　一般質問通告書

質問順位　11　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨
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議席番号　12　番 唐澤　敏

１　地方創生・人口減少
　　対策について

２　水路の保全・管理に
　　ついて

（１）「箕輪町第５次振興計画」の現時点における成果や変化につ
　　　いての所見

（２）「箕輪チャレンジ」項目の取り組みにおける現状と課題につ
　　　いて

（３）「みのわＵＩターン応援プロジェクト」の立ち上げについて

（４）「箕輪町健康づくり推進条例」の目指すものと内容について

（５）町議会の政策提言「産業振興と女性活躍で地方創生へ」につ
　　　いての見解

（６）町議会の政策提言「地方創生とオープンデータ化」への取り
　　　組み状況について

（７）農業振興拠点としての「開かれたプラットホーム」の構築に
　　　ついて

（８）都農交流と産学官連携の推進について

（９）ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の取り組みについて

（10）「多様な主体による援農マッチング事業」について

（１）農業用水路の維持・管理組織の実態と長寿命化計画及び災害
　　対応力強化について

（２）農業用水路や雨水排水路等における保全や維持管理に係る要
　　望と対応について

（３）「農地・水・環境保全向上対策」（農地・水保全管理支払交
　　付金）の今後について

平成３０年１２月議会　一般質問通告書

質問順位　12　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨
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議席番号　9　番 唐澤　千洋

１　２期目の公約実現の
　　ための財政運営につ
　　いて

２　「生涯学習のまちづ
　　くり」宣言について

３　無形文化財フェスタ
　　の考えについて

４　“もみじちゃん”の
　　機能力アップについ
　　て

　箕輪町のＰＲ大使ともいうべき“もみじちゃん”が、活躍いただ
いております。
　近年は自治体ばかりでなく企業もユルキャラをつくりブームでも
あります
　可愛いい“もみじちゃん”は、おしとやかで１人では歩くのも大
変です。もう少し機能的にしてあげては

平成３０年１２月議会　一般質問通告書

質問順位　13　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

　当町には箕輪南宮神社の鹿頭踊り、大出上村（わで）の大文字、古田
人形芝居など８つ程の文化財が地域で伝承されております。そのほ
とんどが保存組織によって伝承されています。
　文化を受け継ぐことは大変なエネルギーが必要であり、加えて長
い歳月が必要です。
　正月、盆、祭礼日などに奉納されることが多いものの地域住民以
外、鑑賞する機会は少なく残念であります。
　文化財保護育成の考えから一堂にて発表の機会を作ることで“が
んばろう”とする意欲保存に継ぐと考えます。
　教育委員会の考えを伺います。

　財政的支援については

　１２月定例議会に先だち、２期目への所信が述べられた。
　平成２９年度決算の経常収支比率９０．７％に代表する財政指標
は極めて厳しく、３１年度以降の第５次振興計画の実施計画書にも
随所に厳しさを感じます。
　公約実現のための財政的特策の考えについて伺います。
（１）町税確保の方策について
（２）行政組織改革について
（３）道路整備について

　人生100歳時代に対応した生涯学習の在り方が問われています。
　社会教育は健康、福祉、ｽﾎﾟｰﾂとの連携が求められてもいます。
　社会教育施設の整備を含め、「生涯学習まちづくり宣言」への考
えを伺います。
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